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四川省俄亜ナシ族の兄弟共妻型婚姻





本稿は,2007年9月に筆者が西番研究(図1)の 一つ として実施 した,
中国四川省木里県俄亜郷俄亜大村におけるナシ族調査の うちの婚姻につい
ての報告である。
俄亜郷は,四 川 と雲南の省境の,四 方を山々に囲まれた険要な山間部に
位置する。そのため交通が極めて不便であ り,外部 との往来は馬か徒歩に
よって海抜3千 数百 メー トルの山を越えていくほかはない。現在でも木里
県で唯一,郷 人民政府所在地まで車の通行可能な公路が通じていない郷で
ある(1)。しかし外部 との往来が長期にわたって制限され,外 来の文化や情






(1)郷人民政府の書記 によれ ば,08年には公路が開通予定で ある とい う。外部 との往来 は,例 え
ば香格里拉 県城か らは車で約3時 間かけて七樹 湾まで行 き,そ こで馬 に換えて海抜 高度3600
メー トル の山を越え,お よそ12時間で俄 亜郷人民政府 に着 く。4つ の村へ は,す べて 山道 を





その1は,宋 兆麟 劉尭漢,厳 汝姻 らによるものである。彼 らは,1981
年に雲南 と四川の省境に位置するロコ湖か ら金沙江を越えて俄亜郷に入 り,





〔出所〕 四川省人口普査緋公室編 「四川藏族人口」(中国統計出版社、1994)4-6頁、孫 宏開
江流域的民族 語言及其系属分類」(「民族学報」、1983)1983-3、池 田巧 「西南 中国(川






















時の写真や図を多 く収録 しており,婚姻 と家庭,経 済生活,信 仰の項 目に
ついて個別の事例をあげ,具 体的な報告が記されている。
特に婚姻と家族に関しては,情 報が詳細であり,イ ンフォーマン トと筆
者との問答などは,住 民の意識を知る上で貴重な資料となっている。これ
らは当時を知る基本的な資料 として重要であ り,他の研究者にもしば しば
引用されている。しか し恋人関係の 「安達」(以下,ア ンダ と記す)に つい
ては,筆 者の調査時に住民が写真について次のような不満をもらした。ア
ンダは,社 会の暗黙の了解事項であ り,公開するものではない。原則 とし
て夜,人に知 られないように通 うものである。よって表紙の写真のように,
正式の婚姻関係のない女性が明るい うちに堂々 と男性の部屋に行くとい う
のは不 自然である。またアンダと説明された写真の2人 の男女は,実 は兄
弟姉妹の関係である,と 。宋報告には,事 実の部分 と宋氏自身の解釈が記
されており,解釈についてはなお検討の余地があると思われる。
その2は,中 国少数民族社会歴史調査 として 『四川省納西族社会歴史調
査』(1987)に収め られた ものである。本書には,四 川省内でナシ族 とさ
れるナシ人とナ リ人について4ヶ 所をとりあげ,① 塩源県沿海公社達住村
の納西族(李 近春等1980年2～3月),② 木里蔵族 自治県俄亜郷の納西
族(劉 龍初等,1984年8～9月),③塩源 ・木里県の納 日人(劉 尭漢等,
1980年3月),④塩源県左所区納 日人(楊 学政等,1976年3～6月)にお
ける調査報告を収めている。調査項 目は,社 会歴史調査の定例項目に沿っ
たものと思われ,概 況,婚 姻,家 庭,喪 葬習俗,宗 教信仰,民 間伝説故事
に分かれる。ただ し当時の調査は,特 に婚姻 ・家庭に集中して行われてお
り,俄亜については生産経済や衣食住に関する項 目がたて られていない。




俄亜 郷は,総 戸数873戸,総 人 口5694人で,チ ベ ッ ト族 とナ シ族が人










俄亜郷は,俄 亜大村のほか蘇達村,立 碧村,俄 碧村,長 瓦村,魯 司村の
6つの行政村か らなる(表1)。ナシ族,チ ベッ ト族,漢 族はそれぞれが固
有の言語を用い,ほ ぼ民族ごとに集住 して暮らす。 この うちナシ族は,平































水稲 花椒 核桃 黄牛 馬 騨 ヤ ク ブタ ヤギ メンヨウ
黄 金2
(g)
俄亜 1413185 5 ナシ 21002254 1292125122945402297634898 26693410421823562817281754363048 70
蘇達 846 147 6 ナシ 22001131 77 10542761947994802 192 25 281181918121913272043602 7200
立碧 953 144 5 漢 17001959 201939747224616051805 40 20 701489147 227 318646724672
俄碧 1337 213 6
ナシ56
蔵44
17001526 25 15001271 512
..
905 45 51 81 575 210 453 28994023 6350
十瓦 840 131 4
ナシ31
蔵69
:111242 99 1143 6811314 3221207 201 67 1301325 112 334 29218796663
魯司 305 53 2 ナシ 2000441 10 431300517 214 497 44 14 66 758 76 67 455 7061486
〔注 〕(1)退耕 還林:傾斜地 の耕地を林地 にす るこ と。本村では,2002年に始 ま り,04年までは,
金240元が補償 され た。
(2)東義河 と蘇達河 は,砂 金の産地 として知 られ ている。
〔出所 〕2007年現地での聞き取 りによ り作成
























になっている。表1か らも明らかなように,人 口や総面積,耕 地面積が最
大である。河谷には水田,河 の西側斜面には棚田が広が り,食糧生産 も最
多で,水 田はほぼ本村のみに集中している。山頂の牧草地では,ヤ ギや メ




いて有利であったが,近 年の経済中心の社会においては,こ れ といった現
金収入の手段がないことは貧困を意味 している。本村は,一 人当た りの年
間純収入が約1700元で,郷 内では豊かなほ うであるが,四 川省の平均純
収入の70%弱 にすぎない。 しか も現在の現金収入は,退 耕還林の補償が
主である。補償は,2002年に始ま り,04年までは1畝 あた り米240斤が
支給されたが,生 態林で5年,経 済林でも8年 とい う制限がある うえに,
05年からは現金240元に替わ り,実質的な収入減となった。
また本村では,かつては小学校の就学率も約70%にすぎす,12歳になっ
てやっと小学校入学 とい う例 もあった。 しか し2004年から国家が 「両免
一補」政策(学 費 と寄宿舎費の免除,生 活用品費の補助)を うちだ して,
ようや く小学校の就学率が100%に近づいたが,郷 内に中学校はない(08
年9月 に開校予定)。このように住民は,教育水準が低いために外部への出
稼ぎもあま り望めない。これ まで高校進学で郷外に出たのは3名 にすぎず,
高校のある木里県の県城までは徒歩で数 日を要する。現在も外部との物資
の往来は,主 に馬幣による。馬幣は,各 戸の若い男性が自家の馬数頭を引







く,家具や家電な ど消費物資はあまり入 っていない。ほとん どの家庭が今
も トウモロコシの嘔酒 を作っている。 自家で酒を製造することは,四 川の





派遣 した兵士たちの末喬である。木土司が撤退 した後 も四川にとどまり,
敵対するチベッ ト族に囲まれなが ら,防御に適 した土地を選んで移 り住ん
だ。彼 らにはかつての支配者の末1と しての誇 りがあり,内部で完結する
閉鎖的な社会を築いて自集団の存続を図ろ うとした。その結果,婚 姻は村
内で繰 り返されて濃厚な血縁関係が形成 されてお り,特殊な家族形態 も出
現した。
多様な婚姻慣習 とはつぎのようである。宋報告によれば,恋 愛は自由で
あ り,成人に達 したらほとんどがアンダ(特 定の恋人)を もつ。しか も生
涯に何人 ものアンダをもつ。 しか し婚姻は父母が決め,逆 らうことはでき
ず,離 婚 も認められない。道徳的にも経済的にも大家族を理想 とし,父母
を扶養 し,姑嫁関係を円滑にするために,兄 弟の子 と姉妹の子 との婚姻が
最も奨励 されている。婚約は非常に早 く,早婚が一般的である。結婚式を
あげてもすぐには同居せず,夫 は妻のもとに通い,子 供をもうけた後に夫
方にいく 「不落夫家」も行われている。婚姻形態には,一 夫一妻型,一 妻
多夫型,一 夫多妻型があ り,嫁がず嬰 らないアンダ関係のまま一生をおえ
る場合 もある 〔宋2003:11～71〕。
本章では,多 様な婚姻慣習がどのように関連 しあって俄亜村の社会秩序
を形成 してきたのか,さ らに現状 と今後について,1980年代の宋報告 と劉










にもかかわらず,こ こでは依然として国家の婚姻法 とは全 く異なる婚姻慣
習が社会的に公認 され,存 在 していた(2)。






占め,兄弟3人 が10組で18%,兄弟4人 が2組 で3.5%である 〔劉,1987:
77〕。また一夫多妻型 も,実 は姉妹共夫型であり,兄 弟共妻型の姉妹版 と
いえる。





るほうが稀であるとされる。また最も奨励 されるのが,兄 弟 と姉妹の子 ど
うしの結婚であるが,それは兄弟姉妹の子達は幼い頃か ら一緒に育つため,
舅姑は実の親 と同様の近 しさであ り,嫁姑の確執が起こりにくいか らだ と
する。反面,若 夫婦の感情は兄弟姉妹のそれであり,結婚後 もそれぞれの
(2)少数民族は,か つ ては早婚が多 く,チ ベ ッ ト族の一 夫多妻型婚姻 のよ うに特 殊な婚姻慣習 も





である。本村では,結 婚式後 も妻が夫方で同居はせず,子 供ができて始め













他の兄弟も新郎 として並ぶ。 しか し年齢の離れた兄弟間では,末 弟が成長
した時には妻はすでに中年で,年 齢の差だ けではなく性格や好みも末弟 と









(3)1家では,1950年に長 男 と2歳 下の弟,12歳下の弟の3人 の兄 弟が52年生まれの妻 を嬰 っ
た。上 の2人 は比 較的良好 な関係 で妻を共有 してい るが,末 子 は成長後,こ の婚姻 に不満 を
もって解消 を望んだ ため新たに嫁を迎 えた。1家 では,父 が健 在で分家 してい ないので,長 男
と次男は1人 の妻 を共有 し,三 男は一夫一妻型 で同 じ家に暮 らす 〔劉1987:77～78〕。
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を決行 した。10数年間暮 らしてきたが,大 家族を離れて孤立無援であった
ためにだんだん貧 しくなった。小家庭はこの地ではやは り無理である。4
人の息子には共通の妻を嬰 りたい。そ して大家族形態のもとで少しで も豊
かに暮 らさせたい,と 〔宋2003:83-84〕。
このよ うに少な くとも80年代までの最大の理由 として考え られるのは,
貧困である。限 られた耕地や家畜で自給 自足できるだけの最低の生産力を
維持するには,家 産の分散を極力さけ,農 業と放牧とい う主要な生産労働
を家族で力を合わせて行 う,そのためには子供の結婚による分家をさけ,
大家族の形態を継続する一方,出 費の面では,経 費を要する嫁迎え(婿 迎
え)に 関わる経費をできるだけ軽減することが必要であった。そこで共妻
や共夫,あ るいは兄弟姉妹の交換婚な どが繰 り返 されたと考えられる。
第4は,嬰 らず嫁がずのアンダ型関係が,多 様な婚姻形態の矛盾の解決
法の一つ として行われていることである。アンダ とは,正 式な婚姻以外の
男女の恋人をい う。金品の授受 も契約もなく,個人の愛情だけで結ばれる。
ただ し男女の1～2回 程度の関係はこれに相当せず,比 較的長期の安定 し
た関係の男女をアンダとよぶ。俄亜ナシは,男性は17,8歳,女性は15,6歳
になると恋愛は 自由であ り,結婚式をあげた後も夫あるいは妻以外の異性
との恋人関係が黙認 されている。ただ しアンダは,白 昼堂々と行われるも
のではな く,で きるだけ他人に知 られない ようにする。劉報告によれば,
80年代初めに生涯,正 式の結婚をしなかった女性は10数人いた。
しか しアンダは,同 じナシ族の一支 とされるモソ人のアチュ婚とは異な
る。モソ人は,成 年になったらアチュとよばれる恋人をもって,男 性が夜
に女性の部屋に通い,一 生の うちで何人 ものアチュをもつ。母が家長 とな
る母系制が行われてお り,社会全体が嫁がず嬰 らないとい う婚姻形式を実
施する。成人は実家に生涯留ま り,女性が うんだ子は女性の実家の男性が
養 う。これに対 して俄亜ナシでは,父 が家長となる父系制が原則で,一 夫
一妻を主 とするものの兄弟共妻や姉妹共夫もあり,嫁 がず嬰 らない男女 も
いる。また当地では,成 人男性のみが家屋屋上に自分の部屋をもっている
ため,ア ンダ関係を結ぶには,夜,女 性が男性のもとを訪れ,明 け方,秘
かに帰る。

















いない。それは,多 様な婚姻慣習が社会秩序を維持する 「老規矩」 として





塩源県沿海郷達住村のナシ族(以 下,達 住ナシと記す)は,俄 亜ナシと
同様の歴史をもつ。1987年の李報告によれば,本 村は81戸中75戸,570
人がナシで,周 辺にはナ リやプ ミ族,チ ベ ット族が居住する。伝説によれ





機会が少なくなかった。ナ リ(ナ シ族の一支)や プミ族,チ ベ ット族 と近





は許されたが,こ の100年の間に 「斯汝」内の婚姻 も行われている。他民
族に囲まれなが らも木天王の兵士の末喬であるという誇 りをもち,血 統の
純潔性を保とうとして村内婚を行った結果,姑 舅表婚(父 の姉妹の息子 と
母の兄弟の娘の婚姻)や 嬢表婚(母 の姉妹の子どうしの婚姻)が 蜘蛛の巣
状にはりめぐらされた。 しか し農業生産や馬による運送業の発展,経 済文
化交流の増加により,村外の同一民族や近隣の他民族 との通婚もでてきた。
この150年余 りの間に,村 外婚に該当する者は56名で,そ のうち外部か
ら嫁いできた者が18人,外 部に嫁いだ者が22人,婿 入 りした者が6人,
外部に婿に行った者が6人 いる。地域は寧痕県の永寧,大小洛水,北葉嫡,
塩源県の長白,臥竜河,前 所,三 河,木 里県でみな近隣である。また民族
別では,同 一民族のナ リが44人で80%を 占め,プ ミ族4人,漢 族4人,
チベ ット族2人,ナ シ族2人 である。








結婚 しないのは生活が苦 しくて妻子を養 えないからである とい う 〔李
1987:19〕。
俄亜ナシとの大きな違いは,兄弟共妻型婚姻がない とされることである。












本節では,俄 亜村1組 を事例 として家族 と婚姻について考察する。1組
全50戸の家庭状況(表2)は,2006年9月,TZ(男性 ・60歳・1963～
2006年まで俄亜村会計を担当)と 住民数名か らの聞き取 りによる。
TZによれば,1組 には複数の家名がある。家名は,父系親族集団の うち
近い関係の間で同一名称が用いられる。彼 らの婚姻では,兄 弟と姉妹の子
供どうしの婚姻が最 もよい とされ,同 一家名内では婚姻関係を結ばない。
家名別の戸数 と家族数は,机 黒7戸,宋 得7戸,瓦 初5戸,東 巴5戸,拉
布4戸,机 机美4戸,拉 波3戸,打 机3戸,木 瓜3戸,加 黒2戸,阿 珠 ・









共妻型がなお11組 あり,こ の うち2人 兄弟が9組,3人 兄弟が1組,4
人兄弟が1組 である。年齢的には,50代が5組,40代 が6組 であ り,一
世代前の婚姻である。また2例 については,共 妻の2人 の兄弟は,夫 のう
ち1人 が放牧のために常に山にいると説明する。なお40代の共妻夫婦の
うち1組 はすでに共妻型を解消し,弟 はアンダ婚で子供を産んだ妹 ととも
に分家 している。妻が弟 とはあわなかったか らだ とい う。また別の40代
夫婦の例では,40代の長男 と次男は共妻であるが,30代の3男 は一夫一
妻婚であり,こ の3人 兄弟は結婚後も父とともに同一家屋内で生活 してい
一239一














































































































































































































































































































































































































































〔注〕 ①分家:○は分家 したた めに同世代に2組 以上の夫婦が いない場合で、核家族か直 系家族 。
無印は拡大家族(大 家族)。
②兄弟共妻:2(50代)の 例は、2人 の50歳代 の兄 弟が1人 の妻 をもつ こと。
③交換婚 は、1組の兄 と弟が1組 の姉 と妹 とそれぞれ結婚 する形態、本村 では21と28。本
村のイ トコ婚(NO13)では、兄 と妹が それぞれの娘 と息子の婚姻を決めた。新夫婦は20代。
④未婚 の母:恋 人 関係(ア ンダ)の ままで子供 を生 み、母側で 育てる。2(30代)の例 は
30代の未婚の2人 の娘が子供を持つ こと。









2例で,現 在もなお行われていることを示 している。現在の婚姻は,ア ン
ダ関係から結婚に至る場合 も少なくないとはいえ,な お相手の決定に親の
意向が働いていることを うかがわせる。それは,現 在も20代の結婚にお
いて30代 の兄弟姉妹の交換婚が2組 あることや,親 が決めた交叉イ トコ
婚が1組 あることからも推測 される。
では,な ぜ結婚が今日なお,当 事者の意思以外の要因によっても決定 さ
れるのか。表2に よれば,2006年度の本村の戸別の平均年収は約5千 元で




ある。また全戸数中の核家族の うち8戸 は戸主が40代 以下で,分 家によ
る独立である。やはりかつてと同様,経 済的要因が大きく関与 している。
以上によれば,現 在 も経済的な豊かさは労働力の多さと繋が っており,
分家は経済的には決 して好ましい状況をうんではいない。また労働力が多
い場合は,若 い世代が馬幣をして外部か ら生活用品や食品な どを仕入れ,
小さな商店を開いて商いをする,あ るいは農牧産品を外部に売るとい う現
金収入の道も可能である。表2か ら明らかなように,大 家族は,経 済的に
は概 して豊かであり,磨面機や油鋸な どの生産用具だけではなく,テ レビ
やラジカセなどの電化製品もそろっている。
では,現 在,彼 らはどのよ うな家族形態を理想 としているのか。典型的
な大家族 としてJG(68歳・男性)家 の事例をあげる。JGは代々シャーマ
ンの家系で,本 人 も能力の高いシャーマンの一人として知 られている(4)。
代々複数の兄弟が共妻の婚姻を続 け,大家族で暮 らしてきた。JGの父 も兄
弟2人 で共妻だったが,彼 の世代は,貧 しくて他の兄弟が育たず,妹 が1
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人だけいて,村 内に嫁いだ。
JGには,妻(66歳,村 内出身)と の間に3男3女 がいる。長女 と3女
(45歳と31歳)はともに舅舅(妻 の兄弟)の2人 の息子(兄 と弟)に 嫁い
だ。婚約は親同士が早 くに決めてお り,最 も理想 とされる婚姻である。次
女は自由恋愛で村内に嫁いだ。長男と次男(41歳と33歳)は村内の姉妹
と結婚 した。親同士と本人達の意思であったという。現在は,3世 代が同




JG家は,1万 元以上の年収があ り,村 内でも経済的に豊かな家庭であ
る。2007年は,20畝の田畑の うち,水 田14畝で30000斤の米を収穫 し,
(4)筆者が在村 中にも病 気の治療や家族 のこ とを 占って も らうために村人が よ く来てお り,若 い
弟子たち も相談 にきていた。機才家 では,長男が 労働 のあいまに シャーマ ンの修 行を してい る。
本村には,現 在 もなお10数 名の シャーマ ン とその弟子 たちがいる。本来 は,人 々につ くす た
めの仕事であ るが,実 質的 には特 定の現物あ るい は金銭 の報 酬があるため,若 い世代 には一つ
の半専門的な職業 として意識 されてい る。
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四川省俄亜ナシ族の兄弟共妻型婚姻
6畝の畑では5畝 か らトウモロコシ4000斤を得,1畝 には自家用の野菜
を栽培 した。農作物はすべて自家用で,自 給には十分である。また7畝 を
退耕還林にして,現 金1680元を受け取った。家畜は馬8頭,黄 牛9頭,豚




テレビや小型ステレオセ ットがあ り,最近,簡単なソーラー機 も買い入れた。
JG家の事例でも明らかなように,大家族は家族間関係が うまくいってさ




る。 しかし婚前のアンダ関係が自由であるとい う慣習は,若 者の感情か ら
いえば今後も継続 され るだろ うし,そ うなれば本意ではない結婚もありう




不落夫家 とい う慣習が行われてきた。 これは,歴 史的に意図的に外部 との
つなが りを断ってきた環境のなかで内部で完結 した社会を築 くために,ま
た貧困のなかで大家族制によって経済生活を安定 させるために形成された
慣習であった。 しかしこのよ うな婚姻形態は,一 方で適齢期の男女のバラ
ンスを崩 し,結婚できない男女を生んだばか りでなく,男女の感情的な部




関係を結ぶ こととした。外部の敵 と貧困に対処するために,俄 亜ナシは,
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アンダ関係を兄弟共妻や姉妹共夫 とい う婚姻形態を裏で維持する制度 とし
て容認 してきたのである。
本村では,結 婚は一夫一妻の婚姻が一般的になった現在で もなお,貧 困
がなお今 日的な問題である以上,本 人の意思だけではきめられない状況に
ある。大家族 とい う形態は,経 済的豊か さを実現するためにはなお有効だ
からである。ただ し一夫一妻を当然 とする若い世代が,結 婚後の他者 との
アンダ関係をそのまま 「老規矩」 として容認するとは考えにくい。結婚 と
家庭経済の維持 とい う旧来の結びつきの変化は今後,さ けられない といえ
よう。
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